
BIM WG
建築設備BIM の活用
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2024年度「建築設備士の日」記念事業 
ー 技術系WG活動報告 ー 



2024/11/19 建築設備士の日

JABMEE BIM WG メンバー
主査 佐々木真人 日本設計 2024年8月より新任
メンバー 斉藤佳洋 新菱冷熱工業

阪口洋 竹中工務店
小林弘造 日建設計
白川愛幸 日本空調サービス
鎌田隼人 清水建設
千葉俊 高砂熱学工業
今野一富 高砂熱学工業
塚田俊樹 関電工
樋山恭助 明治大学
片山知哉 ダイキン工業 2024年8月より新任
斎藤浩 須賀工業
小平実 ホーチキ
赤石博之 きんでん
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2024/11/19 建築設備士の日

BIM WGの目的・内容
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 BIMは、建物を構成する部材・仕様・価格維持管理情報などデータを一元管理し、
発注者・設計者・監理者・施工者・建物維持管理等が情報を共有できる手法であり、
建築設備分野でのBIMの普及、活用推進を目指す。

 BIMに係る建築設備界の知見を取りまとめるとともに会員からのデータ収集に努め、
行政に伝えていくことに積極的に取り組む。

■目的

■活動内容
① 国土交通省建築BIM環境整備部会や標準化TFに関する情報共有
② 各社BIM推進状況の共有
③ 維持管理・運用BIMに関するビルメンテナンス協会との連携



2024/11/19 建築設備士の日

建築BIM環境整備部会への参加・情報共有
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建築確認におけるBIM図面審査に関する意見照会を
設計関係団体として提出



2024/11/19 建築設備士の日

建築BIM環境整備部会への参加・情報共有
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入出力基準に従って作成された BIM データから出力された図書に関する整合性の確認については、当該基準
に応じて整合性が確保される図書の記載事項について、整合性の確認を省略することができる



2024/11/19 建築設備士の日

建築BIM環境整備部会への参加・情報共有
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建築設備に関するBIM確認申請は、面積や材料など、各種情報の整合性の確認を省略することができる。
→参加メンバー各企業から、所属団体:建築設備技術者協会として、意見等を提出した。



2024/11/19 建築設備士の日

国交省標準化TFに関する情報共有
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2024/11/19 建築設備士の日

維持管理・運用BIM【設計指針WG】との連携

8



2024/11/19 建築設備士の日

維持管理・運用BIM【設計指針WG】との連携
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2024/11/19 建築設備士の日

今後の予定
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1.建築BIM推進会議への参加 ／ 委員の派遣(積算部会・標準化タスクフォース)

2.WGメンバーからのBIM活用事例を情報提供し、BIMの普及を図る

3.BIMを利用したシミュレーション連携･省エネ法等のエネルギー計算連携･運
用管理効率化の事例の収集･紹介

4.他協会と連携し、維持管理・運用フェーズでの建築BIM活用の検討


